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ら
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得
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‘
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卵
を
，以
て
銀
行
業
を
创
始
6
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卯
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預
金
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得
た
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彼
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其
%:
.

受
す
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殆
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ざ
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故
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ハ
萬
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猫
に
.
囟
己
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あ
る
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。
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し
で
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換
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介
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振
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又
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萬
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し
て
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十
萬
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:
の
貸
出
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な
し
た
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れ
ば
交
換
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は
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引
當
て
る
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せ
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く
し
て
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く
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せ
ら
れ
得
る
や
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や
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一1.の
疑
問
は
純
预
金
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得
.る
こ
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な
く
又
鹉
備
金 

六

潇

を

減
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し
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十
离
兆
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貨
出
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得
る
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鮮
の
疑
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に
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す
る
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駁
は
容
易
で
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る
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含
ま
れ
た
る
誤
謬
は
例
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ば
四
月
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日
滿
期
日
に
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P

H

贷
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，
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额
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月

二

 

n
：

に
至
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C

當
該 

金
髙
の
支
拂
を
受
け
軍
に
銀
行
が
な
す
多
額
の
貸
出
金 

に
因
“
 V

負
ふ
債
務
の
準
備
金
に
振
.當
て
ら
れ
る
ど
い 

上

^
に
存
す
る
。
然
し
な
が
ら
若
し
一
月
ー
日
に
資
出

:
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六
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ス
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， し
れ
る
金
額
の
辨
濟
に
依
ら
て
.受
入
れ
方
資
金
が
四
月 

.1

日
に
な
す
多
額
.
の
貨
出
資
金
€
し
て
充
分
な
り
ご
す 

.

.

.れ

ば

I

月

1

H

k

於
け
る
同
一
の
金
额
も
1«
0

ニ
の
能
力 

:

を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
現
金
六
黹 

一
卵
を
以
て
職
次
‘に
な
し
セ
る
ー一

十
萬
卯
の
貸
出
金
は
之 

|

を
一
時
に
な
す
こ
と
冬
出
來
得
る
辔
で
あ
る
‘
然
る
に 
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:貸
出
金
の
膨
脹
は
手
形
交
換
所
に
於
け
る
借
方
殘
高
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|
:

增
加
に
依
り
手
許
現
金
を
喪
失
す
る
に
至
る
ベ
く
結
局 

|

不
可
能
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
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:例
へ
ば
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銀
行
が
輸
.入
金
貨
西
萵
弗
の
预
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を
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金
此
率
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一
^
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の
割
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保
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ば
贷
出
金
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!

千
萵
卵
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す
こ
ど
が
出
來
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合
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飯
^

ょ
り
直
接
に
現
金
の
引
W

を
行
ふ
こ
ご
は
稀
な
り 

^
し
て
も
借
入
金
を
預
金
に
_
替
へ
之
に
對
し
小
切
手 

を
振
出
す

N
i
i

は
道
ぐ
見
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
牝
ト 

.
切
手
は
各
地
の
偾
植
者
に
送
附
せ
ち
れ
其
中
0

少
額
は 

U
甲
雄
行
の
®
金 
<

し
て
原
6

難
備
金
に
は
少
し
，の
影
響

S

金

の

，
公

式

 

第

三

猇一

置



笫

十

七

餘

(

四六六

〕

雜
錄

• 

クブ

ス.の贷
‘出
.金の公

^

第。耩

5
•西

を
も
及
ぼ
さ
な
い
が
必
ず
や
大
瓿
分
の
"小
切
手
は
轉
 々

，流
’啤
の
末
手
形
交
換
所
を
■

し
て
取
付
け
ら
れ
る
。
又 

銀
行
が
貸
出
預
金
殘
高
に
制
蚁
を
附
し
允
か
.
€

.き

.は
其
_ 

金
額
に
對
し
て
は
小
切
手
.の
振
出
な
き
も
貨
出
高
に
應 

、じ
ヤ
其
得
れ
る
現
金
ゼ
—
國
叉
は
ニ 
.地
方
の
#
銀
行
間 

に
廣
く
分
配
す
る
に
至
り
一
銀
行
が
準
備
翁
に
比
較
し 

て
11

隔
甚
だ
し
き
艏
01

貨
出
を
行
ふ
ご
€:

は
不
可
能
に
：
 

®

し
若
し
之
を
行
つ
^
^
す
れ
ば
典
銀
行
の
致
命
傷
を 

醸
す
こ
.
ビ

、な
る
0

で
み
る
;:
0
又
銀
行
が
此
較
的
大
な 

る
.配
當
.を
な
し
得
る
の
は
：一
弗
の
資
金
を
以
て
十
卯
の 

貨
出
を
な
し
た
'
る
が
®

め
に
非

す
し
て
©

出
總
額
及
び 

投
資
高
が
資
i

.の
何
倍
か
に
羿
る
が
故
で
ぁ
る
リ 

け.

然
ら
ば
銀
行
.が
.貸
出
し
#
を
能
力
は
如
何
な
る
程
度 

に
あ
る
か
フ
イ
リ
ツ
•
フ
ス
は
前
述
の
如
く1

國
の
龈
行 

組
織
全
®

ょ

見

：た
る

場
合
^

各
個
.
の
銀
行
に
'就
て
觀 

,
察
せ
'
る
場
合
を
に
踽
別
し
て
說
{|
)

)
し
て
居
る
°

一

國

，
に

於

け

る

.
銀

行

全

部
♦か

，

V

銀

行

の

下

に

併

呑

.

.
せ

ら
れ
た
る
も
.
のW

假
定
じ
一
國
に
於
け
を
貨
出
及
預
金 

の
業
務
を
一
手
に
て
別
受
け
‘準
備
金
此
率
を
内
.
一
定
额 

の
現
金
ょ
り
成
な
準
備
金
を
。
ど
す
れ
ば
此
準
備
金
ょ 

^

現
存
す
る
貸
出
金
0

定
.額
を
增
加
し
得
る
，割
合
は
次 

の
如
く
な
る)

ハ

又
は

H

,

ト，

、
 

；

W
-

何
ど
な
れ
'ば
現
金
,0

ょ
み
起
る
預
金
に
は^

c

に
等
し

含
準
備
金
を
必
要w

し

C
I

R
C

は
增
加
し
た
る
贷
出

金
の
振
替
に
依
る
预
金
の
準
備
金
ヒ
な
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
.

〗

國
の
.銀
行
全

體

ょ
り
見
た
る
^

き
は
貸
出

金
の
增
加
に
依
り
て
少
し
も
現
金
を
失
ふ
こ
^
な
く
借

受
人
の
振
出
し
た
る
小
切
手
は
必
ず
预
金
£
し
て
一
圃

銀
行
中
の
何
れ
か
に
入
り
來
る
が
故
で
あ
る
。

註
、
1!
1
1
物
似
膙
貴
或
1'
1
流
通
金
Q

g
pu
? -hand 

m
o
n
e
y
)

の
增 

,

如
1:
侬
つ
て
現
金
の
流
出
は
多
少
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

凝
つ
て
上
記
め
暇
設
を
襲
甩
す
れ
ば
一
國
銀
行
全
體 

，に
於
け
る
預
金
總
賴
ば
次
の
如
く
な
る
’
。

:
r
.

+

C

又

は

十
.

若
預
金
の
堦
加
が

+

ょ
b

增
滅
あ
る
場
合
に
は
其

阈
龈
行
全
體
が
所
有
す
る
.取
備
金
比
率
に
消
長
を
來
し 

..て
&

る
.こ
ビ
明
.か
で
あ
.る
。
.

^

1

鈒
行
組
織
中
七
於
け
る
_

金
9

預
金
に
對
す
る 

比
率
を
^

に
て
表
は
，し
準
備
金
並
び
に
新
し
く
收
受 

し
忆
る
現
金
を
0

現
金
增
加
の
結
果
膨
脹
し
れ
.る
預
金 

を

E
T

同
じ
く
貸
出
金
の
潜
大
をX

をW

す
れ
ば
次
の 

方
程
式
が
成
立
す
な

及々

び

？

+

.
 

.

.

.

.
•
• 

■ 

• 

• 

. 

• 

•■ 

•

孤
島
の
ニ
銀
行
或
はI

國
の
銀
行
全
般
'ょ
彳
見
る
ビ 

き
は
準
備
金
の
一
定
額
を
衡
加
し
^
る
綠
果
膨
脹
せ
る 

:

貸
出
高
は
.
.

一

銀
行
か
同
.
.一..：r

の
.

®
金
を
收
納
し
て
貸
出
. 

.

し
#

る
金
高
の
數
倍
に
*

る
も
の
で
ぁ
る
が
其
組
織
の
：
 

構
成
分
子
.た
な
銀
行
：；

「

微
に
爽
て
；は
不
可
能
に
し
て
一 

.
M.
-

行
■が
急
激
に
多
額
の
現
金
を
收
受
し
以
前
ど
同
：一
の

婼
t'

セ

猞

(

四
六
七〕

雜

雜

7

イ
少
プ
ス
の

準
備
金
比
^
を
倮
れ
ん
が
爲
め
に
貨
出
を
增
加
す
れ
ば

他
の
事
情
に
し
て
變
化
な
き
限
り
其
現
金
は
他
龈
行
べ

向
け
流
出
し
又
他
銀
行
の
新
準
備
金
は
同
一
の
經
過
に

:

•

依
り
®

に
小
額
づ
、
減
少
し
て
一
國
銀
行
の
全
般
へ
分

|

散
す
る
こ
ビ
、
な
b

其
分
散
の
過
程
を
狐
し
て
こ
そ
初

一
.
め
て
準
備
金
の
數
倍
.に
昇
る
貨
出
金
の
膨
脹
を
見
る
に

|

至
るQ

で
あ
る
”

:

次

に一

銀
行
の
貨
出
高
の
數
字
は
如
何
、

フ
ィ
リ
ッ

一
ブ
ス
の
所
說
は
略
槪
次
の
如
く
で
あ
る
。

\ 

0

=增
加
乜
る
現
金
又
ば
準
備
金.

一

^

=
流
出
筮
0
く6
&
|
0
3
5
1
0

銀
行
が
贷
出
を
'膨
眼
す
る
こ
と
|: 

I. 

ム
り
て
先
|1
&
.べ
'告
も
の 

一

：

1

現

金

暫

如

ム

り

出

づ

る

.贷

出

金 

I

.:

” 

=預

金
I:
對
す
る
準
備
金
り
比
率 

I
:

げ
=
贷

出

金|:
對

す

る

贷

出

般

靜

预
5£
殘
高
の
割
铉

一ぃ(

1 

|

5
は
借
免
人
が
別
出
す
貸
出
金
の
剜
合
を
示
す
も 

の
で
あ
る
か
ら
流
出
金
を
求
む
る
公
式
は

,

c
f 

(
Ilk.)x

で
あ
る
。：
银
行
が
普
通
貨
出
高
を
決
定
す
る
に
は
流
出 

S

金4

公
丸 

.

S

摄

ー

双

激
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フ

ィ
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ク

テ
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金
を
柳
出
し
た
a

後
の
壤
儆
金
妙V  

I
〕

純
預
金
ざ
.(

ニ
：

)

.

魅
#

に
.依
.
る
预
金
の
合
針
に
.必
耍
な
る
金
高
即

.

 

ち

(
r
c

十r
i
d
e)

に
.

「

致
：ず
も
.如
ぐ
案
配
す
る
メ
？
は
.現 

金

预

入

の

高

_
ず

は

貨

出

振

替

预

金

殘

高

r

は
準
備
金 

か
#)

合
で
:̂

る
。.
.若

し
(
r
e

十r
k
x
)

が
弔
許
現
金
の
高
：
 

な
ら
ば
流
出
金
°M

は
.。
I

な
(

2

-4

-
^
^)

を
減
ず
る 

こ
へ/」

に
侬
6

て
求
め
ら
れ
る
。

c】

H
C
I

(

‘
ro-
屮l

r
x
>

 

c】H
c
s
r
c

 —
 k

r
x

故
！i 

,

 

C】=
-
(
I
-
k
〕
x 

-

.パT
k

〕x
=
c
l

 re 

I 

k
r
x

 ■

之
か
解
け
ぱ

:
:
.
.
.
.

k
r
x

 

十.(1

 

l

5

x

=

c
 

r
e

(
k
r
+
I
—
'k、x =

c

 - r
e
.

丨
' 

'

v,
y

n

^

^

F

-
 

■

'

- 

. 

•

X

:
 
0a ~

r
〕
. .. 

.

,:

.kr+
1

 ~

 k

 

• 

: 

. 

. 

■

.

今
某
銀
行
の
現
命
受
入
额
を

.
一
千
邵
準
備
金
比

^

*

ド0
^

&

;

»̂'
^

磁
亂
の
^

出
金
(:

到
す
^

比
率
を
2

0

^
 

V
J

 

す

る
^Jj

S
T
U

 

は
.

K
m金
の
公
式 

I
鱗

5

六 

C

H

O

0

O

.
- 

?
0
.
1
0

 

k
H
0
.
2
0

 

之
を
公
式
に
代
入
す
れ
ば
千
卵
の
現
金
を
以
て
貨
出
し 

得

べ

き

高

は

.

,

l
o
o
o
c
l
f
p
u

 

I
 

s

o
 

0
0
2
+ 

i. 

1

9

11 

(
s
^
l

一

.

,

T

と
な
る
。
然
，れ
共
此
■數
字
は
页
に
現
金
の
预
入
を
受
く

 

\

る
こ
と
な
く
し
て
貸
出
を
，な
せ
ば
な
し
得
ら
る
、
最
高 

.

額
を
求
め
，た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
若
し
銀
行
に
し 

l 

.て
金
輸
出
•又
は
其
他
の
事
情
に
依
b

貸
出
を
契
約
す
る 

|

な
ら
ば
假
令
純
預
金
を
得
る
も
此
數
字
だ
け
貸
出
す
こ 

^
を
全
然
廢
也
す
る
か
又
は
之
に
制
限
を
附
し
て
貸
出 

~
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

:
.
.

I

 

:
上
記
の
公
式
に
依
づ
て
見
れ
ば
準
備
金
比
率
が
高
け 

.
れ
ば
高
き
程
貨
出
高
ば
少
く
貨
出
預
金
殘
高
の
割
合
が

多
け
れ
ば
貨
出
能
力
は
增
大
ず
る
こ

？
も
明
か
で
あ

...る 
o
' 

. 

. 

. 

.

. 

■

.

又

Q

r

w)

が
卿
時
s

 

(
k
r

十J
W
J
C
)

 

象
し
さ

V」

き
は
純
‘
預
金
の
增
加
-
に
依〜

て
な
彡
れ
将V

き
貸
出
金
- 

へ
額
.
. は 
純
預
金 
?

相
等
し
き
こ
S

も
觀
.
M

し
#

る
。
左
.に 

示
す
表
.ば
純
預
金
增
加
额
ど
等
し
き
貨
出
を
許
す
*
備 

金
比
率
せ

貨
出
：预
金
殘
髙
比
率

ズ
の
|»

係
を
示
し
た
も 

の
-
で
*

る
:0
,

_
備
金
率 

:

五
%:

;

七
；

二

三
-

'
'

1

五

'
' 

T

七 
8

.

1 

^

l

s

.

五

、
ニ

六0/
/0 

七一
- ;

一一
 

へr

四
.
九
四
：

:

一，七
：、六
四

k
r

は
極
め
て
僅
少
な
る
額
で
f

量

に
於
て
は
殆
ん 

V」

其
®

耍
さ
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
若
し
公
式
の
分
子
に 

:於
け
る
：(I

 —
r
)

が
其
分
母
た
る(

I

I
k)

ど
其
a

が 

M
l

敵
し
.て
席
る
な
ら
ば
即
ち
若
し「

が

k

ど
等
し
&
 

ざ
き
は
銀
行
は
純
预
金
の
增
加
ビ
步
調
を
M

じ
ぅ
し
て 

貨
出
を
增
加
し
得
る
の
.で
あ
る
.

利
潤
又
は
剩
餘
金
等
の
如
き
預
金
以
外
の
資
金
を
以
. 

て
貨
出
を
な
す
場
合
に
は
前
記
の
公
式
ビ
異
り
純
预
金
了 

に
對
す
る
雄
備
金
を
必
要
€
せ
ざ
る
額
だ
け
貸
出
を
增 

加
し
#

る
の
で
あ
つ
て
公
式
^
示
せ
ば

ハ

貨

a\
高
.

_ 

•

.

C
H剩

餘

命 

k

«

K 出

预

命

殘

高
 
比

率 

?

準
備

金-•

k

r

+

I 

I
'
k

k

ば
'
貨
出
辑
金
率
な
る
；が

故

に

(
I

丨
！

C
)

倍

U

け
流
出 

'

金
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
，從

つ

て
o

:
を
流
出
金
ミ
す 

れ
ばc

f
c
l

 
丨k

)
x

 

’

.

.
此
場
合
に
’
.於
て
も
銀
行
が
貨
出
高
を
案
配
す
る
.方
法
. 

は
流
出
金
を
®
失
せ
る
後
の
現
兪
が
貨
出
預
金
に
對
し 

必
要
な
る
準
備
金
を
'構
成
す
る
如
く
す
る
こ
ビ
'預
企
の 

;
場
合
€

同

：ー
な
る
が
故
に
貨
出
公
式
は

O
^
H
M
O 

I 

ler-x'

第

卞

七
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(

四
六
九
、

雜

錄

イ
リ
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S

ブ
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黛
出
金
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公
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三
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五
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c
M
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k
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H
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l
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l
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故
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.パ 

一
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ノ 

•

'
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c
=
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s
o
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l

 

:

k

 
“

晨

r
=
1
0

^'

^

し
て
算
出
す
れ
ば
貸
出
高
は
^
1
,
2
1
9
.
5
1

即
ち
預
金 

の
：場
合
に
於
け
る
よ
り
も
桃

1
2
1
.
9
5

だ
け
多
額

ど

な

一
銀
行
が
純
預
金
を
# ;

た
る
ビ
き
は
こ
れ
よ
b

稍
多 

額

..
0

貸
出
を
な
す
こ
^

を
得
丈
之
:̂

反

し

貸

出

の

_
魯

加
 

は

：
其純
預
金
高
よ
b

稍
：少
額
の
現
金
を
流
出
し
更
に
流 

.出
金
を
受
入
れ
た
る
銀
行
：に
於
て
も
同
'.
.
:

I

の
現
象
を
來 

れ
し
其
受
入
额
よ
り
稍
多
額
に
百
一
る
货
出
が
行
は
.れ
其 

，皮
對
に
；

g

貸
出
は
以
前
の
流
出
金
よ
b

も
小
な
る
流
出 

:

金
を
作
る
：
-

J

 

V

は
旣
に
述
べ
た

る
が
如
1

C

而
し

て
斯

る
運
動
の
連
鎖
が
繼
續
ず
る
^

き
は
其
ブ
口
セ
ス
の
如 

.

何
な
る
時
期
に
於
て
も
流
出
金9

.1

部
を
受
入
れ
た
る 

各
銀
行
も
亦
其

1

部
を
殘
®
す
る
の
み
に
し
て
現
金
は 

廣
ぐ
分
散
し
遂
ひ
に
其
龈
行
制
度
中
に
於
て
普
通
ビ
す 

，る
準
備
金
比
率
を
構
成
す
る
.に
至
る
若
し
準
備
金
窆
預 

J

金
の
比
率
が

.
1

皮
十
の
割
八
ロ
で
あ
る
な
ら
ば
前
に
述
ベ 

\

お
る
が
如
く
貸
出
は
受
入
れ
た
る
現
金
高
の
九
倍V」

な

\

此
運
動
過
程
の
意
義
併
び
に
性
質
は
別
項
捕
圖
に
示 

一
し
て
あ
る
左
端
の
矩
形
C

は
A

銀
行
に
预
入
さ
れ
た
る 

:

現
金
の
一
定
額
？
欄
は
A

銀
行
の
準
備
金
と
な
る
ベ
<
 

受
入
れ
た
，る
預
金
に
し
て
現
金
逆
同
一
の
大
さ
で
あ 

る

.0
一
 

銀
行
が
準
備
金
率
を
I

T
割

ど
丨
貸
出
预
金
殘
高 

の
貸

出
額
に
對
す
る

比
率
を
ニ
割
€

す
る
ど
き
は
受
入 

現
金
高
ょ
b

も
稍
大
な
る
貸
出
を
な
し
得
る
の
で
あ
る 

か
ら
準
備
金
の
增
加
に
傲
P
て
な
3

る
、
貸
出
金
を
表 

は
す
矩
形
X

は
C

ょ
り
も
稍
大
で
あ
る
。

X

額
の
®

'
出



.

.

第

十

七

怨

(

四
七
ニ)

：
雜

''
:
錄

フ

ィ

”

タ
ブ
ス
のf

を
な
す
に
依
り
て
失
は
る〜

流
出
金
は
矩
形
ゲ
に
て
表

. 

.

.

.

. 

; :.

は
し
C

の
白
き
部
分
と
其
大
さ
同
じ
で
あ
る
。
新
貸

出
:; 

■

額

X

よ
り
^
を
減
ず
れ
ば
貸
出
预
金
殘
高
な
る
ボ
が
得 

ら
る
、
。
c

よ
b

c1

を
減
ず
.
れ
ば
A

銀
行
の
保
留
す
る 

:新
準
備
金
额
即
ち
圖
^

於
：て
：は

煺

形
:0
:

中
の
着
色
部
分
：{ 

で
あ
る
::
0

P1

は
3

銀
行
集
则
若
し
く
は
©

銀

行

が

流

出

.
一 

金
を
得
た
る
結
果
よ
り
增
加
し
た
る
預
金
で
あ
る
。
X1 

ば
：̂
:龈
行
若
し
く
は
.0

銀
行
集M
が
A

:
飯
行
の
流
出
金
.

を
得
て
增
加
し
た
る
貨
出
金
に
し
て
之
ど
同
じ
く
，C
は 

。
，龈
行
が
«

銀
行
よ
b

愛
入
.れ
れ
る
流
出
金
.
< は
其
結
ベ 

果
膨
鳩
せ
る
貨
出
金
-
は
预
^

士
は
* :
出
振
替
預
金
を
. 

示
す
も
の
で
あ
る
此
關
係
を
持
緻
す
る
ビ
き
は
流
出
金 

は
極
«>
て
微
細
な
る
額
ヒ
な
る
に
.至
る
。
 

一
 

又
x
.>i.

X
V
:

 

•.
.
.等
：の
额
は
，N.
ど
等
‘し
即
ち1

銀 

.
行
組
織
中
に
於
て
0

を
迤
礎
ど
せ
.る
貨
出
の
—

®

で
あ 

つ
^
：
 

X 

M
U
<
—
^

i.
-
,!m
_

トレ Z—

 <yj.
^

る 

o 

,

出
金
の
公
式 

S

1
號

！

六
〇 

p
.

 

F
.

 

F
。

及
び

d

 

d

-
d

\

等
の
額
a
 

o

ヾ

」

等
し
く 

な
り
興
銀
行
組
織
中
の
預
金
の
膨
脹
を
示
しD

 "
4
-

 

^

な
る
。 

、

註
、
本
韋
I:
於
て
はr

は
一
銀
行
の
^
命
準
備
率
W
は
銀
行
金
般 

,の
準
備
金
比
率
4-
示
し
?:
の
で
め
ふ
が
跟
簡
な
る
爲
め
1
=
,
!
1
ミ
し
て 

用
ひ
た
。

柿
圖
は
一
銀
行
並
a

に

一
銀
行
組
織
中
に
於
け
る
预 

金

ど
貸
出
金
の
相
互
關
係
を
示
し
た
る
も
の
で
あ
つ
て 

!

銀
行
乂
は
' 

一.銀
行
組
織
中
の
®

出
は
.總
ベ
て
純
预
舍
. 

を
茶
礎
£

し
之
に
依
り
て
增
加
せ
ら
れ
た
る

貸
出
金
は
. 

其
額
に
於
て
現
金
を
超
過
し
て
®

る
。
然
し
貸
出
が
«
 

さ
れ
た
る
當
初
に
於
て
は
純
预
金
に
依
り
て
構
成
せ
b
 

れ
た
る
準
備
金
は
、
增
加
し
た
る
貸
出
金
ょ
o

も
稍
少 

額
で
あ
る
。
銀

行

が

一
定
额
例
へ
ば
翁
萬
卯
の
貸
出
を 

な
し
能
ふ
_

め
に
は
殆
ん
ざ
之
ビ
同
額
の
純
預
金
を 

得
る
を
必
要
ど
I

預
金
の
'
爭

奪

戰

か

.
行

は

る

ゝ

も
茲
に 

«

を

發
す
る
も
のS

I
R

は
な
け
れ
ば
な
：b
'ぬ
"

I 

0
0

銀
行
に
就
て
見
る
.
€き
は
純
«

金

，
の

增

加

：ょ

；
々

得

た

る
 

零

; «
金

(

資

本

金
■/
)

拂
込
剩
給
金
の
振
替
は
別
問
題
.ビ 

し
て)

は
必
然
的
に
貸
出
の
堦
加
を
來
す
も
の
で
あ

又

一

鈒

行

の

貨

出

金

は

他

澉

行

の

预

金

^
出
高

ょ
b

^:
稍
少
額
の
-

-

-を
惹
起
し
此
過
程
を
繼
續
す
る
一

)£

.き
は
圖
中
に
示
す
如
く
純
预
金
は
零
に
近
ぐ
な
る\ 

\ 

從
つ
て
鈒
行
.«1
«

全
般
ょ
り
見
る
ヒ
き
は
预
金
は
貨
出

j 

金
の
泉
ど
な
り
顧
行
l

ii

に
就

r

見
る
ビ
&

は

貨

出

金

j 

.は
预
金
の
源
を
な
す
も
吖
で
あ
る
。
 

.

ニ

:

又
公
式
8
 

=

1

|

:

^

は̂
：何
れ
の
場
合
に
適
用
す

る
ネ
眞
理
で
は
め
6
得

な
:^
。
：
«

出

振

替

預

金

は

其

大

一
 

部
分
が
小
切
手
に
依
り
引
出
さ
る
\
'

も
一
小
部
分
は
.引 

■

る
、
こ
ご
は
な
い
の
で
あ
る
か
&

流
出
金
は
.鈒
行 

數
少
き
地
方
殊
i:1

銀
行
の
み
存
®

ず
る
，地
方
に
在
ゥ
. 

て
は
極
め
て
少
«

な
る
が
故
に
®

出
能
.力
は
：大
^

®

、
b
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
b:

此
激
に
就
て
ば
左
ま
で
«
要 

第

本

盤

S

七

)

雜
錄
フ
イ
？タブスの代

視

す
る

必

喪
は
な
い

何
'
^

J
な

れ

ば
今
日
{:
於

け
る
，地

方
 

V

地
方
e

の
：商
职
引
尿
び
爲
替
0

關

^

^

多

岐

多

離

に
 

しV

小

切

手

を
^

:

せ
K

の

は

其

振

宛

銀

行

ヒ

賴

金
 

關
係
を
結
ん
で
房
な
い
：者
な
る
.こ
ど
赓

々
な
を
炉

ら

で
 

f

,
然
し
他
而
に
钤
て
貨
财
銀
行
の
預
金
者
受
取
の 

小
切
羊
振
出
は
錐
行
に
ど
か
，て
は
'
貨
出
顇
金
機
！

高 

傘
を
課
す
る
ど
尚
ニ
の
緖
«

を
齎
す
が
故
に
童
1

シ 

‘
乙
ビ
は
へ
®

ふ

Y

か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
が
。

:

:

第

t
i

に
受
ぐ
べ
き
.制
|&

は
流
出
金
0

逆
戾
ぅ
ー
で
办
つ 

て
例
.
へ
ぼ
咿
銀
行
が
新
し
，̂

備
金
を
得
か
實
叫
を
.
_

 

加
せ
る
爲
め
に
-
S

流
出
金
を
得
た
4

乙
.紙
行
が
貸
姐
^

 

膨
;®

し
®

に
其
流
&

を
甲
银
行
が
預
金
：ビ
し.

H

•
取 

るM

 V

が
.
.あ
る
。
此
場
合
に
於
て
も
前
<
同
一
の
效
果 

.
を

得

るも

の

，
に

：

し
：て
カ
ナ
ダ
、'

ス
士
ッ

.ト
ラ

.

ン

，
ド

等銀 

行
數
少
き
.國
に
於
て
は
此
金
_

は
相
當
重
.嬰
な
る
地
，位 

を

占

む

：
る

，も

の

^

あ

る

が

米

國
.の

如

く.一
 ：

一萬

餘

め

商

‘
業
 

激
行
#

在
す
る
國
に
於
て
は
寒
^

で
重
喪
な
&̂

ざ

名
-̂

W

金
の
公
武 

第
ロ
1
鏹

一

六

」



m

十七ぶ

(

四
七
四

〕

雜錄フイ

B

y

v
ス
の
贷
出
金
の
公
或
#

三
破

1

六

ニ

の
で
ふ
る
9 

.
;

之
と
相
[«

聯
す
.
る
.第
.

3
の
.
.場
合
は
®

渡
金
の
.喪
5

料 

が
貨
出
の
初
め
に
當
つ
て
差
引
か
れ
借
受
入
の
手
取
金 

は
*

债
務
額
ょ
り
少
き
と
き
は
公
式
の
示
す
數
字
ょ
;:
-

!

)

| 

:

も
稍
大
な
る
貸
出
を
行
ひ
得
る
。
,;
'

即

ち

手

取

金

は

前

渡

，： 

金
額
前
ょ
り
も
少
き
が
故
に
流
出
#

:
も
從
0

て
少
額
で

v

:.

. 

.

あ
る
。
，
 

.

'
 .. .

,

.

;
:註
、L

o
a
a
w
x
p
a
n
t
i
o
n

 .W 
か additiofto 

1
0
3
-
0

.
'
等

の

語
^
使
;|
]
す
*
.
.

-

.
る
と
合
は
諸
種
の
贷
出
舍
の
全
期
間
を
含
ん
で
云
は
な
け
れ
ぱ
な
'-
:
?
)::
, 

:

W
O
.何
ミ
な
れ
ば
貸
出
契
約
と
小
切
^
振

出

の

間
！！

は

多

少.時E

の

: 

餘
裕
わ
<
が
爲
め
|:
典
[!
|
]|:
公
忒
1
1侬
り
て
齋
出
さ
れ
わ
る
命
額
\

‘：
，”
む
，大
，な
名
贷
山
か
な
す
こ
2
於
出
來
么
ミ
我
U
其
贷
出
期
'間
0
中 

程
に
於
て
は
贷
出
頌
金
殘
高
は
蕃
し
く
下
つ
て
居
る
が
他
の
贷
出
金 

:

の
始
期
义
は
終
肌
に
於
て
大
な
る
殘
高
^
示
マ
が
故
に
之
ミ
相
殺
平 

均
名
れ
も
從
つ
て
觀
被
の
方
法
^
異
I:
す
る 

>

」

さ
|1
幾
分
の
，柑
逾
か 

，
來
す
か
ら
で
あ
る
。

.

.

之
を
要
す
る
^
準
備
金
を
構
成
す
る
過
程
は
一
錁
行 

の
場
合
に
在
り
て
は(

一_〕

.预
金
の
增
加
せ
現
金
の
取
得 

(
1
V.:,

貸
出
の
P

R

ビ
貸
出
預
金
の
増
加
..C

3

)

現
金
の
流

出
^

-®
る
；の
で
あ
る
が1

‘鈒
行
組
織
^

-

1

0*
銀
行

が 

一.
!it
.の
銀
行
業
務
を
獨
占
す
る
場
合
も
同
七
く
^

_

に
あ
ら
て
は(

一)

預
余
の.

增
加
e

現
金
.
の
取
得(

1

1

0
其
'

數
倍
：i
s

#

貨
出
皮
預
金
の
增
加
の
ニ
過
程
を
過
ぐ
る
.

•

も
0

で
あ
る
。
く

.

:■雖
、

一
國
の
;^
出
'が
過
度
；1
膨

胆

し

，
て

他
.國〜

.平

衡
>
保

ね

ブ

る>^

:

:

至
れ
ば
現
金
の
漱
出
:4
>
.來
す
即
ち
观
阈
I:
し
て
信
用
の
膨
眼
典
他
相 

ぺ
殺
的
狀
況
な
令
限
り
前
ミ
同
じ
結
架
^

招
致
す
る
。
：

’ 

■
’

最
後
は

K
,

ィ

ツ

「

，̂

ろ
は
®'

ヶ
得
べ
き
反
®

断 

す
る
：答
解
を
な
.し
て
M

を
々
0 -
<v
:

【

銀
行
に
じ
て
^

^

 

前
金
を
收
受
.し
れ
る
^

き
は
^

.を
減
.殺
す
る
こ
't

な
く 

準
備
金
を
し
，T
適
當
の
.比
：#

€

保
杧
し
^

る
如
ぐ
貨
出
：
 

)

を
行
.ひ
.得
る
毛
0

な
&

S

0

所
說
は
貨
出
手
取
翁
に
*

 

k

HS

出
さ
.
れ
た
る
^

切
手
は
§

銀
行
が
貸
出
を
行
ひ 

^

る
結
.果
振
出
备
れ
炫
^

:

5

^
ビ
相
殺
终
れ
'
る
も
0

 

な

0

11

念
.を
出
發
«

ヒ
し
て
居
る
。
.
0

§

¥
 

て
の
.
銀
.
行
が
l

^

,u.

準
備
资
を
壞
加
：し
文
同
時
G

同
じ 

割
.合
に
太
貸
出
を
な
じ
れ
^

色
ず
れ
ば
此
所
論
ば
’
5£
し

き
.ち
0
:

w

云
は
ね
ば
な
，&
ね
：が：一̂

&
.
親

織
中
の
.現
金
' 

堦
加
は
如
何
な
る
時
期
に
於
て
も
斯
く
.の
如
く
總
ベ
て 

の
銀
行
に
對
し
同
時
に
起
り
得V

,

き
も
の
に
，非
す
先
ゴ

小
*

銀
行
に
流
入
し
こ
れ
ょ
り
漸

次

分

散

す

る

.
の

經

槳
 

を
3 1
る
も
0
で
'
あ

、る
0
..

. 

;

銀
；行
が
通
常
現
金
.を
收
受
す
：る
は

(

.
一)

同
.瞭
.鈒
行
、. 

(

•ニ )

銀

行

以

外

の

資

源

一

：
金

輸

入

金

.鑛
山
'0

發
昆
等
：
 

(

に
し
て
後
者
の
場
合
に
：あ
な
て
は
少
數
鈒
行
先
づ
. 

貨
出
を
行
ひ
然
る
後
に
，他
銀
行
に
^

及
し
前
者
0

場
合 

に
於
て
は
流
出
金
を
失
ひ
，た
.
Iる
銀
行
は
貨
出
を
收
縮
す 

る
に
茧
る
べ
く
其
現
金
連
動
は
：：1
:は
求
心
的
で
あ
ぢ
他 

は
遠
心
的
の
傾
向
を
有
す
る
を
以
て
司
^

に
.貸
^

の
.
I

.
 

加
を
行
ふ
こ
皮
能
は
$

る
は
必
然
0

理
で
あ
る
。

x

f

f

l

出
の
收
縱
を
必
耍
ご
せ
^

る
墟
合
-
-
-
現
金
の
策
入
に

依
る
貨
出
I

に
あ
り
て
：も
、
，其
飯
行
，$

«

金
.を
增 

加
せ
ざ
る
以
前
に
平
衡
を
保
つ
如
ぐ
日
々
の
交
換
听
避 

葛
が
相
殺
さ
れ
て
®
る
な
ら
ば
貸
出
を
增
加
し
手
取
金 

热

十

七

卷

(

四
七
玉)

雜
錄
消
奴
組
合
の
眼
界

が
引
.出
さ
.る 

> に
.
'
#

「

り
た
#

ょ
>
—

¥
均
を
傲
ぢ
#
.
る
こ 

.
ビ
雛
さ
.こ
"、

」

も
明
か
で
.あ
る
。
 

：

1

:.レ

故
に
趣
狀
鶴
の
'
下
に
.
あ

り

，
て

は

貸

出

を

な

す

も

現

#

 

を
流
失
せ
ず
却
つ
て
反
»

の
趣
求
菸
之
を
#

^

|>
'
-
ぜ
. 

い
ふ
論
*
は
一
锻
行
ミ
龈
行
組
織
全
.般
の
»
作
€'
:

を
混 

同
し
た
る
も
の
に
し
て
俄
が
に
賛
同
じ
能
は
ざ
る
も
の
り
，
 

で
あ
る
。

.

(

ー
九
ニ
三
年
ニ
月
於
名
古
屋
.

)

"(
'

.
消
費
組
合
の
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